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研究成果の概要（和文）：本研究では，ソーシャルメディア時代の企業行動を強力に支援するための情報分析手法の提
案，並びにWebマーケティング技術の開発を行った．具体的には，テキスト形式のマーケティング情報の分析手法や，
情報推薦技術のための新たなモデルの提案など，Webマーケティングの基礎となる手法やモデルを研究すると共に，実
データの適用による評価を行った．また，漸近統計的手法を駆使し，テキストデータの分析手法や情報推薦システムの
漸近的最適性についても分析を行った．以上のように，Webマーケティングのための情報分析手法について様々な角度
から研究を行い，実事例への適用を通じて、その有効性を検証した．

研究成果の概要（英文）：In this research, the information analytics and the Web marketing technology were 
studied for supporting the business activities on the social media era. Focusing on the fundamental techni
ques and models for analytics and Web marketing tools, several new models to analyze the text data and sta
tistical models have been proposed. The new model for recommendation system and statistical models to repr
esent the consumer behaviors have also been studied. Through numerical experiments and applications to the
 real data, the effectiveness of the proposed models and methods were clarified. Moreover, the asymptotic 
analysis of the high dimensional vector space model of text data with sparseness was conducted. The asympt
otic optimality of the distance measures on the text vector space was shown. 
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１．研究開始当初の背景 
近年，Web2.0技術の浸透に伴い，一般消
費者の購買行動におけるインターネットの
存在は無視できないものとなり，消費行動
とインターネット上での検索や情報発信が
密接に結びつくようになった．情報技術は
もはや単なる通信技術ではなく，様々な企
業戦略やビジネスモデルに則した形で，企
業行動の一部として取り込まれているのが
現状である．すなわち，経営学の知見と情
報の基盤技術は統合的に考慮すべきであり，
経営的視点を伴った情報基盤技術の発展が，
新たな企業戦略やビジネスモデルを可能と
すると考えられる．このような背景のもと，
情報化社会の到来と伴って劇的に変
化を遂げた消費者行動に焦点を当て，
ソーシャルメディア時代の企業行動
立案を強力に支援するための Web マ
ーケティング技術に関する基礎研究
の重要性が増している．  
 
２．研究の目的 
本研究では，情報化社会の到来と伴
って劇的に変化を遂げた消費者行動
に焦点を当て，ソーシャルメディア時
代の企業行動立案を強力に支援する
ための情報分析手法の開発，並びに情
報技術を最大限に活用した Web マー
ケティング技術を開発すると共に理
論的評価を行うことを目的とする．  
本研究では，工学的なアプローチと社会
科学的なアプローチを併用し，理論研究を
応用研究のバランスの中で個別の研究成果
の全体的な融合を図る．具体的には，  
(1) インターネットを媒介とした膨大
なコミュニティ情報の集約分析手
法の開発  
(2) テキストデータとして蓄積される
マーケティング情報の分析技術の
開発  
(3) 情報検索や情報推薦の技術を活用
した Webマーケティングモデルの
理論解析  
(4) 情報技術を活用した消費者教育法
に関するモデル化と分析  
などを研究の軸とし，情報理論や情報
数理の基盤技術を援用した基礎研究
と応用研究の融合を図る．  
 
３．研究の方法 
 本研究では，過度に応用事例に特化した事
例研究のみを行うのではなく，様々な応用に
発展可能な形での基礎的研究にも重点を当
てて研究を行った．一方で，実際の EC サイ
トの購買履歴データやインターネットポー
タルサイトのユーザの行動履歴データの分
析など，企業との共同研究による実問題の分
析を進め，基礎と応用のバランスの良い研究
を実施した． 
具体的な研究体制としては，研究目的に掲

げた個別研究テーマに対し，早稲田大学・後
藤研究室内でサブ研究グループを構成し，そ
れぞれ分担して研究に携わると共に，定例の
検討会にて成果交流をしつつ，研究を進めた． 
また，研究進行の途中で，いくつかの個別
研究テーマが新たに設定されたため，これら
を新たに加え，並行して研究を行った．特に，
機械学習の分野の比較的新しい手法である
アンサンブル学習や計量距離学習といった
手法に関する検討を開始し，その改良手法に
ついて提案を行った． 
 
４．研究成果 
 本研究では，3 年間の研究を通じ，次に掲
げるような研究成果を得ることができた． 
(1) 情報推薦システムのための様々な潜在ク
ラスモデルの提案，並びにその評価を行
った．また，エージェントベースシミュ
レーションの技法を用いて，推薦モデル
の挙動解析，並びに推薦精度に関する評
価を行った． 

(2) テキストデータの自動分類手法について，
新たな方法やモデルを提案した．また，
企業のオペレーションで生じる膨大なテ
キストデータを半自動で分類体系化する
ための方法論を提案し，企業の実データ
を用いて評価を行った．また，情報源符
号化の手法を援用し，データ圧縮の結果
として得られる木情報源モデルを活用し
た自動文書分類法を提案している． 

(3) 様々なデータ分析のための，パターン認
識手法について検討を行い，Random 
Forestsを用いたデータ間の類似度算出法， 
二値分類器の組み合わせによる多値分類
の効率的構成法，未観測カテゴリを含む
文書データの自動分類手法の提案など，
様々な観点から，新たな方法の提案と評
価を行った． 

(4) 実際の EC サイトの購買履歴，閲覧履歴
などの実データを対象とした分析モデル
の検討を行い，事例研究を通じて様々な
分析手法の有効性を検証した．また，イ
ンターネットポータルサイトの運営企業
といくつかの共同研究を行い，事例研究
を通じて実務上有効となる分析手法の検
討と共に，実問題の解決を行った．この
結果，実務的に効果の高い新たな推薦モ
デルを提案すると共に，潜在クラスモデ
ルを駆使したシミュレーションモデルの
構築が可能となった． 
以上の成果については，今後も研究と適用事
例の範囲を広げる予定である． 
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